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こくみんうさぎ presents
国会のトリビア

↓
参
院
本
会
議
場
の
傍

聴
席
側
の
中
央
に
あ
る

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
御

傍
聴
席
。

国会議事堂には「なるほど」と思える意外な見どころがたくさん。
衆参両院のそんな見どころを取材し、こくみんうさぎと紹介します。
この「号外」を片手に国会トリビア探訪を楽しんでみては？

な
く
す
べ
て
の
国
民
、
職

業
の
代
表
が
平
等
に
会
す

る
場
で
あ
る
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
説
も
。

↓
本
会
議
場
を
囲
む
記
者

席
の
側
面
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
職
業
を
象
徴
す
る
レ
リ

ー
フ
が
。
身
分
の
差
な
ど

↓　
記
者
用
投
函
ポ
ス
ト
。

　
か
つ
て
本
会
議
場
記
者
席

で
作
成
し
た
原
稿
や
撮
影

し
た
写
真
の
フ
ィ
ル
ム
を

投
函
し
た
ポ
ス
ト
。
地
下

で
待
つ
人
が
受
け
取
り
、
新

聞
社
へ
走
っ
た
。
ポ
ス
ト

番
号
は
記
者
の
席
毎
に
割

り
振
ら
れ
た
。
６
席
ご
と
に

１
つ
投
函
口
が
あ
り
、
中
央

の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
投
函

を
下
に
知
ら
せ
る
し
く
み
。

↑
本
会
議
場
天
井
の
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
に
は
安
全
対

策
の
ネ
ッ
ト
が
張
ら
れ
て

い
る
。「
こ
れ
で
は
網
目

が
大
き
す
ぎ
て
効
果
が
な

い
」
と
の
指
摘
で
、
さ
ら

に
網
目
の
小
さ
い
ネ
ッ
ト

を
二
重
に
張
り
巡
ら
せ

た
。

↑
本
会
議
場
天
井
に
あ
る

ペ
ン
ダ
ン
ト
ラ
イ
ト
。
ペ

ン
ダ
ン
ト
ラ
イ
ト
１
本
ご

と
に
ワ
イ
ヤ
ー
で
つ
な
が

れ
て
い
て
、
電
球
の
取
り

換
え
は
ワ
イ
ヤ
ー
を
伸
ば

し
て
本
会
議
場
床
ま
で
下

ろ
し
て
行
う
。

↑議長席正面の壁面は
布張りになっている。
これは議場での議員の
声が反響しないように
考慮したものと言われ
ている。同時に声が行
き届くように考えられ
ている。

↑衆院本会議場の議員
席の下には防災ヘルメ
ットが入っている。地
震などでステンドグラ
スが割れてもこれで身
を守れるということで
設置された。参院側に
は常備されていない。

↑傍聴席の椅子が窮屈
な感じがするのは昭和
初期の日本人の平均的
な背丈に合わせて設計
されたものだから。背
もたれ部分が直角に近
いのはかつては姿勢も
良かったから？

↑傍聴席は椅子席のほ
かに立ち見スペースが
あり、立って見ること
もできる。

　本会議場入り口横に
ある議員専用酸素ボッ
クス。議論がエスカレ
ートして興奮した国会
議員が呼吸困難に陥っ
たときなどに吸うため
の酸素ボンベが設置さ
れている。

↑本会議場入り口付近
にある電話ボックス。
かつては内線電話をか
けるのに使用。携帯電
話の普及で不要論もあ
るが「聞かれたくない」
携帯通話をここでする
議員も。

本 

会 

議 

場

奥行 88.63m
206.36m

20.91m

65.45m
国 会 議 事 堂

１
９
２
０
年
（
大
正

９
年
）
１
月
に
着
工
、

17
年
の
歳
月
を
か
け

て
１
９
３
６
年
（
昭

和
11
年
）
11
月
に
完

成
。
当
時
の
建
物
と

し
て
は
日
本
一
の
高

さ
を
誇
り
、
永
田
町

の
高
台
に
美
し
い
み

か
げ
石
で
装
わ
れ
た

議
事
堂
が
「
白
亜
の

殿
堂
」
と
賞
賛
さ
れ

た
と
い
う
。
同
年
12

月
24
日
に
召
集
さ
れ

た
第
70
回
帝
国
議
会

か
ら
使
用
さ
れ
、
現

在
に
至
る
。

構　　造
 
資　　材

  
費　　用

工事に従事した人員
敷地面積
建物面積
 
長さ（南北）
奥行（東西）
高さ（屋上）
高さ（中央塔）
敷地の海抜
議事堂の総重量

鉄　　骨
鉄　　筋
石　　材

セメント
砂・砂利
木材 24 種類

9810 トン
5522 トン
花崗石・2 万 5500 トン
大理石・2800 トン
日華石・106 トン
2 万 7446 トン
7 万 8572 立法メートル
4815 立方メートル

地上 3 階（中央部分 4 階、中央塔９階）
地下１階。鉄骨鉄筋コンクリート造り
国産品を使うという建築方針に沿って
作られ、内装用石材等は 33 種類の
大理石など最高品質の国産品が日本各地
から集められた。しかし、ステンドグラス
とドアノブや鍵、郵便ポストのみ外国製。
2570万円（当時。※現在への単純換算では約900億円？
ただし材料は値段を付けられないほど希少なものも）
延べ 254 万人
10 万 3001 平方メートル
1 万 3356 平方メートル 

（延）5 万 3464 平方メートル
206.36 メートル
88.63 メートル
20.91 メートル
65.45 メートル
本館前で 26.66 メートル
10 万 9 千トン

へ～

国会見学者数は
衆参合計で

年間約86万人
（平成30年）

↑

↑

国会議事堂前庭
47 都道府県の木が
植えてあります。

へ〜

へ〜

へ〜

へ〜
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常
任
委
員
長
室
は
安
土
桃

山
時
代
の
建
築
様
式
が
随
所

に
。

　
天
井
、蝶
つ
が
い
、絹
を
張

り
巡
ら
せ
た
壁
面
な
ど
、
建

築
技
術
の
粋
を
極
め
て
い
る
。

　
か
つ
て
は
テ
ー
ブ
ル
に
灰

皿
完
備
だ
っ
た
が
今
は
撤
去
。

↓
衆
院
正
面
玄
関
に
並
ん
で

建
つ
尾
崎
行
雄
像
と
三
木
武

夫
像
。
最
初
は
尾
崎
像
だ
け

だ
っ
た
が
、三
木
の
衆
院
議
員

在
職
50
年
を
機
に
二
つ
の
胸

像
が
並
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

衆
院
正
面
玄
関

↑
中
央
広
間
の
壁
の
四
隅
に

は
日
本
の
四
季
「
吉
野
の
千

本
桜
、
夏
の
十
和
田
湖
、
奥

日
光
の
紅
葉
、日
本
ア
ル
プ
ス

の
冬
景
色
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
と
さ
れ
る
壁
画
が
。
陶
器

の
モ
ザ
イ
ク
に
す
る
計
画
も

あ
っ
た
が
予
算
の
関
係
で
こ

れ
に
な
っ
た
と
い
う
説
も
。

→
中
央
広
間
は
議
事
堂
で
一
番

高
い
中
央
塔
の
真
下
に
あ
り
、

２
階
か
ら
６
階
ま
で
の
吹
き

抜
け
に
な
っ
て
い
て
天
井
ま

で
の
高
さ
は
32
・
62
メ
ー
ト

ル
。
こ
れ
は
法
隆
寺
の
五
重

の
塔
が
ち
ょ
う
ど
入
る
高
さ
。

←
中
央
広
場
を
彩

る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

は
イ
ギ
リ
ス
製
。色

ガ
ラ
ス
を
縁
取
る

部
分
が
鉛
製
な
の

が
イ
ギ
リ
ス
流
で
、

ち
な
み
に
ア
メ
リ

カ
流
は
銅
板
。
建

設
当
時
、大
が
か
り

な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

を
作
る
技
術
が
日

本
に
は
な
か
っ
た
。

御 

休 
所

↓
中
央
広
間
に
は
議
会
政
治

の
基
礎
を
作
っ
た
と
さ
れ
る

板
垣
退
助
、
大
隈

重
信
、
伊
藤
博
文

の
銅
像
。
四
つ
目

が
台
座
だ
け
な
の

は
「
将
来
へ
の
持

ち
越
し
」「
政
治

に
完
成
は
な
い
、

未
完
の
象
徴
」
と

の
諸
説
が
。

←
中
央
広
間
天
井

は
マ
ス
の
部
分
だ

け
で
50
畳
ほ
ど
の

広
さ
が
あ
る
。
こ

の
上
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

に
使
っ
た
等
々
諸

説
あ
る
ホ
ー
ル

が
。
さ
ら
に
中
央

塔
最
上
階
に
通
じ

る
ら
せ
ん
階
段
が

あ
る
。

↓
中
庭
に
あ
る
池
の
中
央
部

分
は
本
会
議
場
と
地
下
で
繋

が
り
外
気
取
り
入
れ
口
と
な

っ
て
い
た
。
水
を
吐
き
出
し

て
い
る
獅
子
頭
の
顔
は
す
べ

て
違
う
表
情
と
な
っ
て
い
る
。

↓
参
院
議
長
の
机
の
右
手
に

置
い
て
あ
る
木
槌
。
本
会
議

を
始
め
る
と
き
に
議
長
が
ト

ン
ト
ン
と
叩
い
て
開
始
を
知

ら
せ
、
議
場
の
議
員
に
静
粛

を
求
め
る
。
参
院
だ
け
で
使

わ
れ
る
も
の
。

←
↓
御
休
所
前
の
廊
下
か
ら
中

央
玄
関
へ
続
く
階
段
手
前
に
あ

る
可
動
柵
。
開
会
式
の
日
に
天

皇
陛
下
を
お
迎
え
す
る
と
き
に

だ
け
こ
の
可
動
柵
が
外
さ
れ
、

玄
関
へ
と
続
く
赤
い
じ
ゅ
う
た

ん
が
敷
か
れ
る
。
可
動
柵
に
は

貴
族
院
の
焼
き
印
が
あ
り
、
そ

の
当
時
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

↑「
議
事
堂
内
で
化
石
発
見
！
」

中
央
広
場
に
使
わ
れ
て
い
る

沖
縄
県
か
ら
運
ば
れ
た
サ
ン

ゴ
石
灰
岩
に
は
巻
貝
の
化
石

が
。
カ
ッ
ト
し
て
使
わ
れ
て
い

る
の
で
柱
の
窪
み
に
そ
っ
て
左

右
対
称
の
姿
が
確
認
で
き
る
。

◦
参
議
院
見
学
受
付

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
３
︱
５
５
１
２
︱
３
９
３
９　
テ
ー
プ
に
よ
る
案
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
３
︱
５
５
２
１
︱
７
４
４
５　
警
務
部
傍
聴
参
観
係

◦
衆
議
院
見
学
受
付

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
３
︱
３
５
８
１
︱
５
１
１
１（
内
線
）３
３
７
７
１
、３
３
７
７
２

警
務
部
警
務
課
参
観
係

↑
中
央
塔
４
階
の
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
裏
の
国
会
４
階
部
分

に
は
国
会
図
書
館
分
館
が
あ

り
、
地
方
紙
を
含
む
新
聞
各

紙
は
じ
め
多
く
の
書
籍
が
揃

っ
て
い
る
。

↑
衆
院
の
火
災
報
知
機
。「
火

災
の
時
ガ
ラ
ス
を
破
り
…
」

と
右
か
ら
左
へ
の
表
示
が
時

代
を
感
じ
さ
せ
る
。
現
在
も

現
役
で
活
躍
中
。

↑
国
会
議
事
堂
廊
下
に
は
昭

和
初
期
の
最
新
真
空
除
塵
設

備
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
掃
除

機
の
吸
い
取
り
口
。
こ
こ
に

ホ
ー
ス
を
取
り
付
け
、
地
下

の
ス
イ
ッ
チ
を
オ
ン
に
す
る

と
塵
が
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。

↑
米
国
製
の
ポ
ス
ト
。
投
函

す
る
と
地
下
ま
で
郵
便
物
は

落
下
し
、
土
日
を
含
め
集
荷

さ
れ
る
。
建
物
内
の
こ
の
ポ

ス
ト
は
特
許
が
壁
に
な
り
国

産
に
で
き
な
か
っ
た
の
で
米

国
製
を
使
用
。

↑
明
治
時
代
に
貴
族
院
議
場

に
置
か
れ
て
い
た
御
椅
子
。

開
院
式
の
と
き
に
天
皇
陛
下

が
お
座
り
に
な
っ
た
。
参
院

参
観
ロ
ビ
ー
に
展
示
。

参
観
ロ
ビ
ー
・
庭

中
央
広
間

廊　

下

常
任
委
員
長
室

議 事 堂 の 歴 史

■第１次仮議事堂
　1890( 明治 23）年11月24 日 

（第１回帝国議会召集日の前日）
竣工。翌年１月 20 日未明焼失。
漏電が原因と見られている。

■第２次仮議事堂
　第１次仮議事堂の焼け跡に
1891(明治24）年10月竣工。玄
関が貴族院・衆議院に分けられ
た。1925(大正14）年９月18日
焼失。

■第３次仮議事堂
　1925(大正14 ）年12月22日竣
工。木造洋風２階建。現在の議事
堂が完成した1936（昭和11）年
まで使用された。

　1881(明治14）年10月12日に国会開設の勅諭が発せられた
後、議事堂建設の機運が高まり、86年２月、内閣に臨時建築局
が設けられた。同年４月にはドイツ政府に委嘱して技師を招くと
同時に、日本からは技師と職人をドイツに留学させた。
　しかし、設計段階から難航した議事堂建設計画は財政問題を
理由に見送られ、代わって仮議事堂が建設された。1936(昭和
11）年11月７日に現在の国会議事堂が完成するまで３次にわた
って仮議事堂が現在の経済産業省の敷地に建設された。

↓
参
院
側
は
「
今
ど
き
」
の

火
災
報
知
器
。
デ
ザ
イ
ン
も

見
慣
れ
た
タ
イ
プ
。

へ〜

へ〜


